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5.1.5 降雨量と開花率の関係

（1）令和 2 年～6年の 11～1 月の降雨量と開花率

デイゴの花芽形成期における乾燥ストレスが開花に影響を与えると考え、花芽形成期の降

雨量と開花率の関係を調べた。

沖縄県においては 3～5月頃にデイゴの開花が見られることから、11～1月を花芽形成期

と仮定した。

11～1月を花芽形成期と仮定した根拠として、徐（2025）による中国福建省での先行研究

において、福建省でのデイゴの開花期が 12～3月であり、8～10 月の水分管理や薬剤処理が

開花の誘導に最も効果があると示されたこと、刘ら（2024）により、同属の E.sykesii におい

て、開花の 2～4ヶ月前の土壌水分量が開花に影響をおよぼしたと示されたことから、開花

期が 3～5月である沖縄県においては、11～1月の土壌水分が花芽形成に影響をおよぼすと

考えた。

①調査地域全体

11 月～1月の降雨量と開花率を表 5.1.5.1～5 に示す。

11 月～1月の降雨量と開花率の関係を示した図を図 5.1.5.1 に示す。調査地域全体では、

11 月～1月の降雨量と開花率に相関関係は見られなかった（R2＝0.0049、R＝0.07、Ｐ＝

0.734）。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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表 5.1.5.1 11 月～1月の降雨量と開花率（沖縄島北部地域）

※降雨量について、開花前の降雨量であるため、表に示す年度の前年度の降雨量である。

表 5.1.5.2 11 月～1月の降雨量と開花率（沖縄島中部地域）

※降雨量について、開花前の降雨量であるため、表に示す年度の前年度の降雨量である。

表 5.1.5.3 11 月～1月の降雨量と開花率（沖縄島南部地域）

※降雨量について、開花前の降雨量であるため、表に示す年度の前年度の降雨量である。

表 5.1.5.4 11 月～1月の降雨量と開花率（宮古島地域）

※降雨量について、開花前の降雨量であるため、表に示す年度の前年度の降雨量である。

表 5.1.5.5 11 月～1月の降雨量と開花率（石垣島地域）

※降雨量について、開花前の降雨量であるため、表に示す年度の前年度の降雨量である。

11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月

104 169 66.5 37.5 265 123 86 69.5 155.5 242.5 168.5 66 30.5 132.5 27.0 406.5 31.5 76.5

11月～1月（開花前）
の総降雨量(mm)

開花率(%)

令和2年度

339.5 425.5

沖縄島北部地域

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

11月～1月（開花前）
の降雨量(mm)

311.0 477.0 190.0 514.5

39.4 42.6 54.7 46.6 14.0 72.0

11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月

159.5 141 39.5 31.5 224 95.5 75.5 74 110.5 208 186.5 47.5 27.5 132 28.5 209.0 27.0 64.5

11月～1月（開花前）
の総降雨量(mm)

開花率(%)

351.0 260.0 442.0

52.6

11月～1月（開花前）
の降雨量(mm)

沖縄島中部地域

令和2年度 令和3年度

66.7 76.830.754.6

300.5

令和6年度 令和7年度令和4年度 令和5年度

188.0

59.3

340.0

11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月

136 100.5 24 34 233 118.5 92.5 66 106 269 210.5 55 56.5 183 43.0 208.5 23.5 95.5

11月～1月（開花前）
の総降雨量(mm)

開花率(%)

令和2年度 令和3年度

11月～1月（開花前）
の降雨量(mm)

88.1

令和6年度 令和7年度

沖縄島南部地域

41.9 48.2 77.0 45.868.9

令和4年度 令和5年度

264.5 534.5 282.5 327.5260.5 385.5

11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月

116 249 52 57.5 424 121 49 26.5 161 735 329 64 34 358.5 64.5 61.0 64.5 55.5

11月～1月（開花前）
の総降雨量(mm)

開花率(%)

宮古島地域

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

35.750.033.0

457.0

11月～1月（開花前）
の降雨量(mm)

63.1

181.0417.0 602.5 236.5 1128.0

11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月 11月 12月 1月

25 325 33.5 45.5 236.5 68 74.5 43 157.5 446.5 171.5 83.5 32.5 186 47.5 129.5 113.0 69.0

11月～1月（開花前）
の総降雨量(mm)

開花率(%)

11月～1月（開花前）
の降雨量(mm)

石垣島地域

令和2年度 令和3年度

383.5 350.0 275.0 701.5 266.0 311.5

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

77.6 65.7 61.2 89.6
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図 5.1.5.1 11 月～1月の降雨量と開花率
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②調査地域ごとの 11 月～1月の降雨量と開花率

調査地域ごとで 11 月～1月の降雨量と開花率の関係を確認した結果を図 5.1.5.2～6 に示

す。

沖縄島北部地域では、11 月～1月の降雨量と開花率について正の相関がみられた（R2＝

0.6339、R＝0.7962、Ｐ＝0.0581）。

沖縄島中部地域では、11 月～1月の降雨量と開花率について中程度の正の相関がみられた

（R2＝0.1926、R＝0.4388、Ｐ＝0.3840）。

沖縄島南部地域では、11 月～1月の降雨量と開花率について相関は見られなかった（R2＝

0.032、R＝0.1789、Ｐ＝0.7346）。

宮古島地域では、11月～1月の降雨量と開花率について相関は見られなかった（R2＝

0.0026、R＝0.0510、Ｐ＝0.9490）。

宮古島地域では、11月～1月の降雨量と開花率について相関は見られなかった（R2＝

0.0026、R＝0.0510、Ｐ＝0.9490）。

石垣島地域では、11月～1月の降雨量と開花率について相関は見られなかった（R2＝

0.1083、R＝-0.3291、Ｐ＝0.6709）。

沖縄島北部地域と中部地域については、降雨量と開花率について正の相関がみられたが、

いずれもＰ値は 0.05 を上回っており、有意差なしという結果となった。これはデータ量が

十分ではないため、単年の結果に相関関係が左右されるためである。適切な相関関係を確認

するためには、今後データを蓄積していく必要がある。
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図 5.1.5.2 11 月～1月の降雨量と開花率(沖縄島北部地域)

図 5.1.5.3 11 月～1月の降雨量と開花率(沖縄島中部地域)

図 5.1.5.4 11 月～1月の降雨量と開花率(沖縄島南部地域)
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図 5.1.5.5 11 月～1月の降雨量と開花率(宮古島地域)

図 5.1.5.6 11 月～1月の降雨量と開花率(石垣島地域)
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（2）11 月、12月、1月の単月の降雨量と開花率の関係

11 月～1 月の総降雨量と開花率の関係について、相関関係は確認されなかった。花芽形成

の要因について、特定の月の降雨が関係している可能性も考えられたことから、11月、12月、

1月の降雨量と開花率の関係についてそれぞれ確認した（表 5.1.5.6）。

11 月、12 月、1月のそれぞれの降雨量と開花率の関係を、図 5.1.5.7～9 に示す。

11 月の降雨量と開花率の関係については、R2＝0.0648（相関係数 R＝0.25、P＝0.21）とな

り相関関係は確認されなかった。

12 月の降雨量と開花率の関係については、R2＝0.1533（相関係数 R=-0.39、P＝0.048）とな

り、有意な負の相関が確認された（P＜0.05）。

1月の降雨量と開花率の関係については、R2＝0.0392（相関係数 R＝0.20、P＝0.332）とな

り、相関関係は確認されなかった。

このことから、12月の降雨量と開花率に有意な相関関係がみられたことから、12 月の乾燥

条件が開花率に影響を与えている可能性がある。

今回の調査では調査木の直接の水分条件を計測していないため、より詳細な調査の実施に

より、水分条件と開花率の関係をより明確に確認できると考える。

表 5.1.5.6 11 月～1月の降雨量と開花率

11月(mm) 12月(mm) 1月(mm) 総降雨量(mm)

R2 104 169 66.5 339.5 39.4

R3 37.5 265 123 425.5 42.6

R4 86 69.5 155.5 311 54.7

R5 242.5 168.5 66 477 46.6

R6 30.5 132.5 27 190 14

R7 406.5 31.5 76.5 514.5 72

R2 159.5 141 39.5 340 66.7

R3 31.5 224 95.5 351 59.3

R4 75.5 74 110.5 260 54.6

R5 208 186.5 47.5 442 52.6

R6 27.5 132 28.5 188 30.7

R7 209 27 64.5 300.5 76.8

R2 136 100.5 24 260.5 41.9

R3 34 233 118.5 385.5 48.2

R4 92.5 66 106 264.5 77

R5 269 210.5 55 534.5 68.9

R6 56.5 183 43 282.5 45.8

R7 208.5 23.5 95.5 327.5 88.1

R4 49 26.5 161 236.5 33

R5 735 329 64 1128 50

R6 34 358.5 64.5 457 35.7

R7 61 64.5 55.5 181 63.1

R4 74.5 43 157.5 275 77.6

R5 446.5 171.5 83.5 701.5 65.7

R6 32.5 186 47.5 266 61.2

R7 129.5 113 69 311.5 89.6

沖縄島
南部地域

宮古島
地域

石垣島
地域

降雨量
開花率(%)地域 年度

沖縄島
北部地域

沖縄島
中部地域
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図 5.1.5.7 11 月の降雨量と開花率の関係

図 5.1.5.8 12 月の降雨量と開花率の関係

図 5.1.5.9 1 月の降雨量と開花率の関係
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5.2 つぼみへの被害状況調査

5.2.1 調査項目

デイゴの開花率の向上が課題となっており、過年度の調査においてデイゴのつぼみへの虫

こぶ被害が確認されたことから、虫こぶ被害がつぼみへおよぼす影響を確認した。

また、デイゴの花芽形成段階の確認、つぼみへの病害虫侵入状況を確認するため、つぼみ

の観察を行った。

5.2.2 調査時期

調査地点として、令和 7 年 2 月段階でつぼみが確認された、黄金森公園、うるま市民芸術

劇場を選定した。

各調査地点において、令和 7年 3月～4月にかけて調査を実施した。調査時期を表 5.2.2.1

に示す。

表 5.2.2.1 調査時期

うるま市民芸術
劇場

黄金森公園

令和7年3月5日 令和6年3月5日

令和7年3月12日 令和7年3月12日

令和7年3月17日 令和7年3月17日

令和7年4月30日 令和7年4月21日4回目

調
査
日

調査回数

1回目

調査地点

2回目

3回目
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5.2.3 調査方法

各調査地点で調査木 3本を設定し、それぞれの木に発生したつぼみ 10個にマーキングを行

った。マーキング後にモニタリングを行い、下記の表 5.2.3.1、図 5.2.3.1 に示す基準をもと

に虫こぶ被害度を評価した。

表 5.2.3.1 つぼみ調査の評価基準

段階 評価基準

0 虫こぶ被害なし

1 虫こぶ被害 1％～25％

2 虫こぶ被害 26％～50％

3 虫こぶ被害 51％～75％

4 虫こぶ被害 76％～100％
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0：虫こぶ被害なし 1:虫こぶ被害 1％～25％

2：虫こぶ被害 26％～50％ 3：虫こぶ被害 51％～75％

4：虫こぶ被害 76％～100％

図 5.2.3.1 虫こぶ被害評価基準の例
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5.2.4 調査結果

(1)つぼみへの虫こぶ被害モニタリング

①うるま市民芸術劇場

うるま市民芸術劇場におけるつぼみへの被害状況を表 5.2.4.1 に示す。

うるま市民芸術劇場では調査期間中につぼみへの虫こぶ被害は見られず、一部消失したつ

ぼみやタイワンキドクガの食害を受けたつぼみを除き、開花に至った。

表 5.2.4.1 つぼみへの被害状況（うるま市民芸術劇場）

※つぼみの外観の変化写真は資料編に示す。

うるま市民芸術劇場 3月5日 3月12日 3月17日 4月30日

樹木No. つぼみ番号
1回目調査
被害度

2回目調査
被害度

3回目調査
被害度

4回目調査
被害度

最終調査時の
開花状況

1 0 0 0 0 開花

2 0 0 0 0 開花

3 0 0 0 0 開花

4 0 0 0 0 開花

5 0 0 0 0 開花

6 0 0 0 0 開花

7 0 0 0 Lost Lost

8 0 0 0 0 開花

9 0 0 0 Lost Lost

10 0 0 0 0 開花

1 0 0 0 0 開花終わり

2 0 0 0 0 開花終わり

3 0 0 0 0 開花終わり

4 0 0 0 0 開花終わり

5 0 0 0 Lost Lost

6 0 0 0 0 開花終わり

7 0 0 0 0 開花

8 0 0 0 0 開花終わり

9 0 0 0 0 開花

10 0 0 0 0 タイワンキドクガの食害

1 0 0 0 0 開花終わり

2 0 0 0 0 開花

3 0 0 0 0 開花

4 0 0 0 0 開花終わり

5 0 0 0 0 開花

6 0 0 0 0 開花

7 0 0 0 0 開花

8 0 0 0 0 開花

9 0 0 0 0 開花

10 0 0 0 0 開花終わり

70

73

74
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②黄金森公園

黄金公園のつぼみへの被害状況を表 5.2.4.2 に示す。

黄金森公園では調査期間中に 6 個のつぼみに虫こぶ被害が確認され、そのうち１つは枯死

に至ったが、その他のつぼみについては大きな被害ではなかったため開花が確認された。

表 5.2.4.2 つぼみへの被害状況（黄金森公園）

※つぼみの外観の変化写真は資料編に示す。

黄金森公園（那覇） 3月5日 3月12日 3月17日 4月21日

樹木No. つぼみ番号
1回目調査
被害度

2回目調査
被害度

3回目調査
被害度

4回目調査
被害度

最終調査時の
開花状況

1 0 0 0 1 開花

2 0 0 0 1 つぼみ脱落

3 0 0 0 0 開花

4 0 0 0 0 開花

5 0 0 0 0 開花

6 1(茎に被害) 1(茎に被害) 1(茎に被害) 1(茎に被害) 開花

7 1(茎に被害) 1(茎に被害) 1(茎に被害) 1(茎に被害) 開花

8 0 0 0 1 開花

9 1(茎に被害) 1(茎に被害) 1(茎に被害) 3(茎に被害) 一部開花

10 0 0 0 Lost Lost

1 0 0 0 Lost Lost

2 0 0 0 0 タイワンキドクガの食害

3 0 0 0 0 開花

4 0 0 0 0 開花

5 0 0 0 0 開花

6 0 0 0 0 開花

7 0 0 0 0 開花

8 0 0 0 Lost Lost

9 0 0 0 0 開花

10 0 0 0 0 開花

1 1(茎に被害) 1(茎に被害) 1(茎に被害) つぼみ

2 1(茎に被害) 1(茎に被害) 1(茎に被害) つぼみ

3 1(茎に被害) 1(茎に被害) 枯死 枯死

4 0 0 0 つぼみ

5 0 0 Lost Lost

6 0 0 0 つぼみ

7 0 0 0 つぼみ

8 0 0 0 つぼみ

9 0 0 0 つぼみ

10 0 0 0 つぼみ

3

4

5
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③石垣島地域

つぼみへのマーキングおよびモニタリング調査は、沖縄本島内で実施されたが、令和 6

年、7年ともに、石垣島地域においてつぼみへの被害が特に深刻であった。石垣島地域での

被害状況写真を写真 5.2.4.1 に示す。

石垣島地域で確認された被害をうけたつぼみは、被害の深刻なつぼみについては開花前に

枯死し、腐敗しているものが多く確認された。

つぼみへの被害がみられた樹木については、開花期以外にもデイゴヒメコバチによる被害

がみられている樹木であった。

写真 5.2.4.1（1/2） 石垣市八島緑地公園での被害（八島緑地公園 No.20）

写真 5.2.4.1（2/2） 石垣市浜崎緑地公園での被害（浜崎緑地公園 No.45）



5-18

（2）花芽形成段階の観察

デイゴにおける花芽形成過程の把握、つぼみへの虫こぶの侵入状況の確認を行うため、開

花前の 2 月 18 日に沖縄本島にて新芽を採取し、観察を行った。観察結果を表 5.2.4.3 に示

す。

観察の結果、断面の観察のみでは花芽形成の初期段階を観察することはできなかったが、

花芽が伸張している新芽については、茎頂分裂組織が隆起し、花芽を形成している様子が確

認された。

表 5.2.4.3（1/2） 花芽断面の観察結果

サンプル No.①
外観

外観から花芽は確認できない。

断面

断面の多くが茎組織と思われ、断面からは花
芽の分化は特定できなかった。

サンプル No.②
外観

一部食害はあるが、健常な新芽かと思われ
た。

断面

内部は蛾の幼虫により食害を受け、新芽は枯
死していた。
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表 5.2.4.3（2/2） 花芽断面の観察結果

サンプル No.③
外観

花芽のような部位がみられる。

断面

断面からは花芽の分化は特定できなかった。
サンプル No.④

外観

少し新芽が伸長している。

断面

断面からは花芽の分化は特定できなかった。
サンプル No.⑤

外観

既に花芽が形成されている。

断面

茎頂分裂組織が隆起し、花芽と思われる芽を
確認した。（赤丸内）
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（3）つぼみへの虫こぶ被害の観察

2 月 17～18 日に、石垣島にて 5 つのサンプルを採取し、縦半分に割ってその断面を観察

した。観察結果を表 5.2.4.4 に示す。

被害をうけたつぼみは、虫こぶ被害箇所周辺の組織が異常を起こし、肥大していた。また

被害箇所周辺は黒く変色しており、内部の構造も肥大した部分に圧迫され、奇形となってい

た。

表 5.2.4.4(1/2) つぼみ断面の観察結果

サンプル No.①
外観

被害をうけたつぼみの外観。

断面

被害部分が黒く変色、周辺組織が肥大。
サンプル No.②

外観

被害箇所が黒く変色、周辺組織が肥大。

断面

被害箇所周辺の組織が奇形となり開花。
サンプル No.③

外観

被害をうけた花茎の外観。

断面

内部の組織が空洞化していた。
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表 5.2.4.4(2/2) つぼみ断面の観察結果

サンプル No.①
外観

被害が確認されない正常なつぼみ。

断面

組織の肥大化は見られない。
サンプル No.②

外観

組織の肥大化は見られない。

断面

組織の肥大化は見られない。
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(4) 被害芽

「（2）花芽形成段階の観察」のサンプル②にて、新芽の内部に穿孔し組織を食べていると

思われる鱗翅目の幼虫を見つけた。被害状況を表 5.2.4.5 に示す。

昨年度まで実施していた新芽の被害度調査において、同様の症状がみられる地点が複数存

在しており、新芽形成不良の原因の一つに穿孔性害虫の食害があるものと仮定した。

本調査では、害虫被害により枯れたと思われるサンプルを 6 つ採取し、原因を特定するた

め、花芽同様に縦半分に割ってその断面を観察した。観察結果を表 5.2.4.6 に示す。

サンプル No.1～2 では、穿孔跡は確認されなかったが、内部が木質化し、枯死に至ってい

た。サンプル No.3 では、デイゴヒメコバチの被害痕と思われる穴が確認され、内部が木質化

していた。サンプル No.4～6 では、食害と思われる穿孔跡が確認され、内部組織が木質化し

ていた。
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表 5.2.4.5 穿孔性害虫の被害状況

サンプル No.②
外観 茎頂部

断面 穿孔穴内部

害虫① 害虫②



5-24

表 5.2.4.6（1/2） 被害芽の観察結果

サンプル No.1
外観

先端は枯死しているが、脇の葉は正常であ
った。

断面

内部は木質化しており、穿孔の痕跡は見ら
れない。一部黒変している。

サンプル No.2
外観

先端は枯死している。

断面

内部は木質化しており、穿孔の痕跡は見ら
れない。

サンプル No.3
外観

先端は枯死しており、デイゴヒメコバチの
脱出痕に似た微細な穴が開いている。

断面

先端は木質化しており、正常な組織との間
に黒変がみられる。
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表 5.2.4.6（2/2） 被害芽の観察結果

サンプル No.4
外観

先端は枯死し、周辺にアリが複数個体見ら
れた。

断面

先端は木質化しており、複数の穴がみられ
る。

サンプル No.5
外観

先端は枯死しているが、側面の小枝は生存
している。

断面

複数の穴が見られ、一部木質化していた。

サンプル No.6
外観

先端は枯死している。

断面

先端は木質化しており、生きた組織の中に
穿孔性害虫のものとみられる穴があるが、
生体は確認できなかった。
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第 6 章 保全対策の普及啓発

6.1 普及啓発の目的

県花であるデイゴの保全にむけて、デイゴが植栽されている土地所有者、管理者、地域住

民等に対し沖縄県の保全対策や「デイゴ診断・防除マニュアル」の普及啓発を図ることを目

的とした。

6.2 普及啓発パンフレットの作成

緑化木保全対策事業（デイゴ）に係る成果をとりまとめ、普及啓発資料（パンフレッ

ト）を作成した。記載事項としては、デイゴヒメコバチによる被害状況、沖縄県の取組、保

全対策の効果とした。これにより、デイゴヒメコバチ防除事業による保全対策の効果を広く

周知し、デイゴ保全の気運醸成に繋げることとした。

作成したパンフレットを次ページ以降に示す。

表 6.1.1 パンフレット仕様

パンフレットサイズ A3 2 つ折り

紙質 コート 135ｋｇ

色数 両面フルカラー

印刷部数 400 部
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